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報告事項（ 1 ）

令和 4 年度　 事業報告
（ 自令和 ４年 ４月 1 日至令和 ５年 3 月31日）

1 　 はじ めに

　 こ れま で一宮法人会は公益社団法人と し て「 法人会の理念」 に則り 、 国及び地域の

発展に貢献する 経営者の団体と し て、 多く の事業を 行っ てき ま し た。

　 本年度はコ ロ ナ感染症への行動制限が徐々に緩和さ れ、 社会経済活動が戻り つつあ

る なか、 当法人会は各種税務研修会の実施、 小学校における 租税教室への講師派遣、

税に関する 絵はがき の募集、 政治・ 経済等講演会や署長講演会の実施等、 数々の公益

事業を 実施し ま し た。 その結果、 新型コ ロ ナウ イ ルス 流行前の水準に近い数の活動を

実施する こ と ができ ま し た。

　 次年度も 当年度に引続き 、 ウ ィ ズコ ロ ナに向けた施策を 図り 、 税務当局のご 指導、

ご支援を いただき ながら 、 本来の使命である 税知識の向上や納税意欲の高揚を 目指し

事業を 展開し てま いり ま すので、 会員の皆様には、 今後と も 法人会活動にご支援ご協

力を お願いし ま す。

2 　 組織関係について

　 厳し い社会情勢のなか、 休廃業など の理由によ り 会員数の減少が続いていま す。 平

成28年度よ り 新規会員の獲得を めざし 報奨金制度を 施行し ていま すが、 未だに会員の

減少に歯止めがかから ず、 令和 ４年度は入会５8社に対し 、 退会が86社で28社の減少と

なり ま し た。

会員数（ 内 特別会員） 加入率

令和 ４年 3 月末 3,107社（ 100社） 33.7%

令和 ５年 3 月末 3,079社（ 106社） 32.6%

増 減 △28社（ 6 社） △1.1%

部会名 会員数（ 令和 ５年 3 月末）

青年部会 ５５名

女性部会 71名

税務経理研究部会 3５名
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3 　 実施事業について

（ 1 ） 税を めぐ る 諸環境の整備、 改善等を 図る ための事業（ 公益 1 事業）

　 　 イ 　 税知識の普及を 目的と する 事業

　 当会の事業と し て定着し ている 定例研修会は、 年 6 回 2 か所の会場で延べ12

回開催し ま し た。 研修内容は「 税務上の電子取引について～電子保存の義務化

が始ま り ま す～」「 経理担当者が迷う 事例等について」 など のテーマについて

解説を 行う など 、 実務に役立つも のを 取り 上げま し た。

　 ま た、 税務経理研究部会や支部においても 研修会を 引続き 開催し たほか、 一

宮税務署のご協力を 得て、 署長を はじ めと する 税務署幹部の方々によ る 講演会

や税務研修会及び法人課税第六部門源泉所得税担当官によ る 年末調整説明会を

実施し ま し た。

　 　 ロ 　 納税意識の高揚を 目的と する 事業

①地域イ ベント における 税金展や税金ク イ ズを「 萩原チンド ンま つり 」、「 びさ

いま つり 」、「 祖父江イ チョ ウ 黄葉ま つり 」 のイ ベント 会場において実施し ま

し た。 ま た、 新し い試みと し て、 愛知啓成高等学校演劇部によ る 『 税を 学ぶ

演劇』 の上演を 「 稲沢ま つり 」 のイ ベント 会場において実施し ま し た。

②青年部会は、 3 年振り に小学生高学年を 対象に「 楽し んで知る 税の勉強会」

と 題し て、 日帰り の「 1 デイ キャ ン プ」 を 実施し ま し た。 子ど も たちには、

自然の中で税について学び、 遊ぶなど 夏休みのひと 時を 楽し んでも ら う こ と

ができ ま し た。

③青年部会、 女性部会など によ る 合同事業「 租税教室講師派遣事業」 では感染

症拡大防止に配慮し ながら 、 ４9名の講師を 28の小学校へ派遣し 、 過去最多の

7５回の授業を 実施し ま し た。

④平成2４年度から 実施し ている 女性部会主催の「 税に関する 絵はがき コ ンク ー

ル」 は11回目を 迎え、 当年度も コ ロ ナ禍である にも かかわら ず、 ５５の小学校

から 3,0５7点の応募があり 、 応募校数、 応募点数と も に今ま でで最多と なり

ま し た。

⑤広報事業では、 年 2 回、 税務研修会等の記事を 中心に掲載を し て広報誌「 つ

むぐ 」 を 発行し ま し た。 今後も 内容を よ り 充実さ せ、 税に対する 意識高揚を

図っ ていき ま す。

　 　 ハ　 税制及び税務に関する 調査並びに提言に関する 事業

　 税制委員会を 中心と し て、 税制に対する 意見を 集約し 、 法人会と し ての提言

を 国会議員や地元の首長に手交し てその実現を 求める 活動を 行っ てき ま し た。
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（ 2 ） 地域経済の活性化と 、 健全な発展を 図る ための事業（ 公益 2 事業）

　 　 イ 　 地域経済の健全な発展を 図る ための事業

①政治ジャ ーナリ ス ト の田﨑史郎氏を 招いての政治・ 経済講演会を ソ ーシャ ル

ディ ス タ ンス の確保を 行い開催し ま し た。

②「 パワ ハラ 防止法対策セミ ナー～快適な職場を 目指し て～」 を テーマにし た

労務セミ ナーを 弁護士の加藤美香保氏を招いて開催し ま し た。

　 　 ロ 　 地域社会への貢献を 目的と する 事業

①法学者の谷口真由美氏を 招いての文化講演会を 開催し ま し た。

②女性部会の社会貢献事業と し て、 医師の巽一郎氏の医療講演会を 開催し ま し

た。

（ 3 ） 会員の福利厚生に資する 事業（ 収益事業）

　 　 イ 　 保険事業

　 当年度は法人会の福利厚生制度創設５0周年キャ ンペーンの 2 年目と なる こ と

から 、 会員企業の経営者と 従業員の保障・ 福利厚生を 支援する ため、 全法連や

愛知県連と 連携を 取り ながら 各種保険制度等の普及促進に取り 組みま し た。

　 　 ロ 　 広告掲載事業

　 会報誌を 利用し た広告については、 従来通り 提携先の保険会社を 中心にし た

も のです。

（ ４） その他（ 相互扶助等） の事業（ その他事業）

　 会員の親睦を 深める ために実施予定であっ たバス 研修は、 新型コ ロ ナウ イ ル

ス の感染症拡大が懸念さ れる こ と から 、 ほと んど の支部において実施さ れま せ

んでし た。

　 公益社団法人の目的と し て公益事業に重点が置かれま すが、 やはり 会員あっ

ての法人会であり 、 限ら れた予算の中で会員の皆様に法人会の加入メ リ ッ ト を

享受し ても ら える 活動に今後と も 努めてま いり ま す。

　 実施事業の詳細は次頁の別表（ 事業一覧表） のと おり です。


